ゼミ生記者別取材記事「ぴあハウス津野」
ヤスダ（家寿多　俊）の記事
「ぴあハウス津野」～地元市民の交流の場～

向ヶ丘遊園駅南口改札を出て、生田緑地に向かう閑静な道を１０分ほど歩くと、いかにも手作りとわかる小物が店の前に売られているお洒落で小さな店が自然と目に留まる。それが「ぴあハウス津野」だ。
「ぴあハウス津野」は、手作りの委託販売の店である。
店の中に入ってみると陶器、バック、洋服、アクセサリー等の小物が店内にひしめきあっている。ほとんどの商品が素人さんの手によって作られたものである。実際近寄って見てみると、素人が作ったとは思えない商品があちらこちらにあり感動した。
月１５００円を「ぴあハウス津野」に払えば、誰でも作って店内におけるという。値段は製作者が決め、売れた商品の金額１５％を「ぴあハウス津野」に納めるという仕組みだ。
「ぴあハウス津野」は委託販売が本業だが、それ以外にも体操教室、カウンセリング、フラワーアレンジメント教室、英会話教室など平日ほぼ毎日それぞれの講師を招いて行っている。いわばそのような交流の場を開いていると言える。
また、取材中にはハーブティーをご馳走して頂いた。最初は抵抗があったものの、一度飲むとはまり全て飲みほしてしまった。
このハーブティーは３００円で飲め、「地域通貨たま」の３００たまと引き換えてもよいとのこと。ハーブティーの他にもコーヒー、紅茶もある。
店内はお世辞にも広いとは言えないが、商品数や種類は多々ある。商品は中高年向きのものが多いが、２０歳男性である自分でも非常に楽しめた。
カップルで来るのもよいだろうし、お母さんやおばあちゃんへのプレゼントには最適なお店であろう。
　取材が終わり、ちょうど帰ろうとした時に地元の人たちがハーブティーを飲みに来た。皆さん非常に仲が良さそうで、「ぴあハウス津野」は地元市民の交流の場としても活躍している。
商品の製作者として、お客として、教室の生徒としてどのような形でも行ってみる価値はあるだろう。その時はハーブティーを是非一杯。


今日の一句「ハーブティー 飲みたくなったら ぴあハウス津野」
